冷媒について 


この冷蔵庫は、地球温暖化への影響び極めてかないノンフ□ン冷媒 （ R 日 00 a ) を採巧していまず。 

ノンフ□ン冷媒 （ R 600 a ) は天然ガスの一種で可燃性でずび、冷媒回路に密閉されていまずので、通常はもれ出 
ずことはありません。 

※従来の冷媒に使巧しているフ□ン （R ] 34 a ) は地球温暖化係数び大きいをのの、日本では家電 U サイクル法 
に基づさ、冷蔵庫 U サイクル処理時に全台数の冷媒を回収して、地球温暖化への影響を防いでいまず。 


售棄時にごを意くださし、 

• 2001年4月より施行されている家電 U サイクル法では、お客様び 
ご使用済みの冷蔵庫を廃棄ずる場合、収集•運搬料金と再商品化等 
の料金をお支払いいたださ、対象品を販売店や市町村に適正に引 
を渡ずことび巧められていまず。 


★長年ご使用の『を蔵 庫』 の点検を！ 

このような症状は 

あ 0 ませんか？ 

• 電源コード、プラグび異常に熱い 
• 電源コードに深いキズや変形びある 
• 焦げ < さい臭いびする 
• :令蔵庫床面にいつち水びたまっている 
• :令蔵庫に触れるとビ U ビリと電気を感じる 
• その他異常や故障びある 

このよラな症状の時は、 

使用を中止し、故障や事故 
の防止のため必ず販売店に 
点検をご相談 < ださい。 


り 


お客様メモ (後日のために、記入されると便利でず） 


お買い上げ曰 

年月日 

品 番 

JR - N 106 E 

販売店名 

が ) - 

お客様ご相談窓 □ 

が）一 


愛情点検 


HQIef 


ノンフ□ン冷凍冷蔵庫取扱説明書 


ハイア ー j レジャ/ くンセ ー j レス株式会社 〒已 32-0003 大阪府大阪巿淀川区宮原3-已 -3 目新大阪トラストタワー 7 F 

12.10 


Haier 


〈ハイアール〉 


保証書別添 


• このたびは、お買上げいたださ、まことにあ 
りびとラございまず。 

• ご使用になる前に、必ずこの取扱説日月書をよ 
<お読みいただ去、正しくご使用ください。 

• お読みになった後は、「保証書」ととちに大切 
に保管していたださ、取扱いび不明な場合 
や、不具合び生じたとさにお役立てください。 


ク み 

m 

取扱説明書 

- - 

ハイアール 
ノンフ□ン冷凍冷蔵庫家庭用 



ち < じ 



安全上のごま 意 . 1〜4 

据え付け . 己 -6 

据え付けについて/アースについて/ 

移動-運搬ずるとさ、転居のとさは 

ご使用の前に . 7 

使いはじめに/食品の入れかた 

こんなとさには . 8 

庫内なの交換/停電したとさは/ 

長期間使用しないとさは/ 

電源プラグを抜いたとさは/廃棄処分ずるとさは 

各部のなまえと使いかた . 日〜11 

冷凍室/製氷皿の使いかた/冷蔵室/温度調節 

お手入れ . 12 〜 14 

霜取0について/お手入れの方法 

故障かな？と思ったら . 1 己 -16 

仕様 . 17 

保記とア フターヴー ビス . 18 


• この製品は日本国内用に設計されてしほすので、日本国 
かでは使用でをません。 

FOR USE IN JAPAN ONLY . 



































，まを ± のごを意 

※ご使用になる前に、この 『まを上のごミち 意』をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 



ここに表示している『ま 全上のごミち 意』は、 
お使いになる方や他の人への危害や損害 
を未然に防止するためのちのです。 

『警告』 『ミち 意』の2つに大別してお知らせし 
ています。いずれちま全に関する重要な内 
容ですので、必ず守って < ださい。 


A 警告 


取り扱いを誤ると死亡、または重傷 
などを負ラ可能性び想定される内 
容を表 7 JT 。 


A 注意 


取り扱いを誤ると傷害を負ラ巧能 
性、または物的損害び発生すると 
想定される内容を表 7] T 。 


■表示の例 

お守りいただく内容の種類を、絵記号で区分し 
説明しています。下記はその一例です。 

A A 記号は、「警告やを意を促ず」内容のをので 
ず。図の中や近くに具体的なミ主意内容（左図の 
場合は感電ミ主意)をおしまず。 



〇記号は、してはいけない「禁止」内容のをので 
ず。図の中や近 < に具体的な禁止内容（左図の 
場合は分解禁止)をおしまず。 


•記号は、必ず実行していただく「強制」内容の 

C をのでず。図の中や近くに具体的なおお内容 
(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜 
く）をおしまず。 


A 警告 


改造は絶対しないまた、修理技術ちむか 
の人が分解したり修理しない 

•火災•感電•ケガの原因になりまず。修理はお買い上 
げの販売店または、メーカー指定のお客様修理ごホ目 
談窓口にごホ目談ください。 



引义しやずいちのは、入れない 

•接着剤•エーテル•ベンジン•アルコール ’ LP ガス•薬 
品などの揮発性、弓 I 火性のあるをのは貯蔵しないで 
ください。爆発ずるを険性びありまず。 


Q 

引义物禁止 



ドアにぶ5下がったり、乗ったりしない 

• 冷蔵庫び倒れた0、ドアびはずれた0、手をはさんだ 
0してケガをずる原因にな0まず。 



上に重いちのを置かない 

• ドアの開閉で落下し、ケガを 
する原因になりまず。 


Q 

禁止 


湿気のをいところや、水のかかるところへ 
は据え付けない 



本体や庫內に水をかけない 

•電気絶縁び悪 < なり、 

ショート•感電•火災の 
おそれびあ0まず。 


水かけ禁止 



上に水など液体の入った容器を置かない 

•こぼれた水などで電気 
絶縁び悪 < な0、感電•漏 
電火災のおそれびあ0 
9 〇 


0 

禁止 


可燃性スプレーを近くで使わない 

•引火して、乂災の原因にな 
りまず。 


Q 

禁止 


アースを 確実におこなラ 

•故障や漏電のとさに感電ずるおそれび 
あ0まず。アースの取0付けはお買い上 
げの販売店にごホ目談< ださい。 


e 


义気を近付けない 

• 火気を近付けたり、火のついた□ウソク•たばこ•蚊取 
0線香•熱いヤカンなどを置かないで < ださい。火災 
や変形の原因にな0まず。 


Q 


火気禁止 


ガス漏れがあったときには、;ち蔵庫やコン 
セントには手を触れず、窓を開けてよく換 
気をする 

•弓 I 乂爆発し、火災•やけどの原因にな0まず。 



〇 

換気をずる 


定格1己 AlU 上のコンセントを単独で使用 
ずる 

•他の器具と併用した場合、 

分岐コンセント部び異常発 
熱して発火ずることびあ0 
ます。 


〇 


コンセントを単独で 

交流10 0 V むがでは、使用しない 

•火災の原因にな0まず。 



0 

禁止 



電源〕ードは束ねたり、引っ張ったり、重いも 
のを載せたり、加熱したり、加工したりしない 

-卜-乂 


I 電源コードび破損し、感電，ショ- 
災の原因にな0まず。 


Q 




























































































































電源コードやプラグび傷んだり、コンセント 
の差し込みがゆるいときは使用しない 

• 傷んだまま使用ずると、感電- 
ショー h 火災の原因になりま 
す。 


風 


每 

お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセント 
か5抜くまた濡れた手で巧き差ししない 

•感電やケガをずるおそれ 
びありまず。 


运强 

プラグを巧< めれ手禁止 



電源プラグを本体で巧し付けない 



電源プラグが下向をになるように差し込む 


I 逆に差し込むと、コードに無理び 
かか0、感電•発火の原因にな0ま 
す。 


〇 

指示 


長期間ご使用にな5ない場合は、ち全のた 
め電源プラグをコンセントから巧く 

•絶縁劣化による感電•漏電火災の原因に 
なりまず。 


运 

プラグを巧< 



電源プラグの刃及び刃の取付面にホコリび 
付着している場合はよく拭く 

•火災の原因にな0まず。 


〇 

ホコリを取り除く 


庫內なは指定のものを使う 

• 指定じ(外のちのを使ラと、火災の原因に 
なりまず。 


〇 

指示 


庫內なを交換ずるとをは、交換する前に電 
源プラグをコンセントから巧く 

•抜かずに作業ずると感電 
することびありまず。 


を 

プラグを巧く 



廃棄処分ずるとをは、ドアパッキンをがす 
また、幼児が遊ぶ場所に放置しない 



地震などによる転倒防止の処置をする 


>振動により冷蔵庫び転倒し、ケガの原 
因になりまず。 


〇 

指示 


異常時にげ•臭い等）は、運転を中止して電 
源プラグを巧を、お買い上げの販売店また 
は、お客様相談窓口にご相談ください 

•異常のまま運転を続ける 
と、故障•感電•乂災の原因 
になりまず。 


〇 

プラグを持つ 



A 注意 


巧び丈夫で水平なところに据え付ける 



を凍室にビン類を入れない 

• 中身び凍って割れ、ケガをずる原因に 
なりまず。 


Q 

貯蔵禁止 


ボトルポケット 1 U 州こ、不安定で倒れやすい 
ビン類や生類を立てて入れない 


• ドアの開閉で落下し、ケガの原因にな0ま 
ず。 


Q 

禁止 


におったり、変色した食品は食べない 



を凍室内の食品や容器（特に金属製のちの) 



を蔵庫の底面に手を入れない 


•鉄板などで、ケガをずる原 
因になりまず。 



0 

禁止 



食品は棚より前に出さない 

• ビン類などび弓 I つかかって落下し、ケガを 
ずる原因になりまず。 


Q 


医薬品や学術資料などは入れない 

• 家庭巧冷蔵庫では、温度管理の厳しいを 
のは保をでさません。 


Q 

貯蔵禁止 


電源プラグを巧いたときは、すぐに差し込ま 
ない 

• 電源プラグを抜いたとさやブレーカーび 
切れたときは、已分じ(上待ってから差し込 
んでくださし)。ずぐに差し込むと圧縮機 
に負担びかか0故障の原因にな0まず。 

已分な上待つ 



長期間ご使用にな5ない場合は、安全のた 
め電源プラグをコンセントか5巧く 


•絶縁劣化による感電•漏電火災の原因に 
なりまず。 


を 

プラグを巧く 


電源プラグを巧くときは、コードを持たずに 
プラグを持って巧く 

• コードを引っ張ると、コードび破損し、 

感電•ショー h 火災の原因になりまず。 

プラグを持つ 



を蔵庫を運搬ずるとをは、背面上部と下部 
前脚を持って運搬する 


• 他のところを持つと、手び滑ってケガの原因にな 



背面下部の機械部分（圧縮機など）に、手を 


触れない 

• 運転中•停止直後は高温のため、やけどの 
おそれびあ0まず。 


接觸禁止 


4 

























































































































f 据え付け 




据え付け場所 

• 巧が丈夫で水平なところ 

じゅラたん•畳•塩化ビニール製の床巧は、冷蔵庫底面 
の熱により変色ずることびありまずので下に丈夫な 
板を敷いてください。 


• 熱気•湿気の少ないところ 

直射日光び当たるところ、発熱器具（コン□ストーブ 
など)の近くは冷却力びな下しまず。 


•周囲にずを間をあける 

図のよラに冷蔵庫の周囲にずさ間をあけて、放熱を 
良くしてください。放熱び悪いと冷却力びな下し、電 
気代のムダ等、非効率的でず。 



A 警告 


電源プラグを本体で押し付けない 

• 傷つを、過熱•火災の原因になります。 


湿気のをいところや、水のかかるところへは据え付け 

• 絶縁莫化により、感電•漏電火災の原因になります。 

水場での使用禁止 

地震などによる転倒防止の処置をずる 

• 振動によ D ; 令蔵庫び転倒し、ケガの原因になります 

〇 

指示 

ノ 

、 


A ミち意 

、 

巧び丈夫で水平なところに据え付ける 


• 不安定なところに据え付けると、転倒してケガをする 

〇 

原因にな 0 ます。 

V 

水平に据え付け 






次の場所で使ラとさは、必ずアースおよび漏電しや断器 
を取0付けて < ださい。 

• 地下室などの湿気のをいところ 
• ±間やコンクリートの床など湿気の多いところ 
• 洗い場など、水のかかりやすいところ 

漏電しゃ断器について 

水気の多いところに据え付ける場合は、アースの他に漏 
電しや断器の設置び義務づけられていまず。詳しくは、お 
買い上げの販売店にごホ目談< ださい。 


A 警告 

、 

湿気のをし化ころや水気のあるところで使う場合は、 

アースおよび漏電しゃ断器を取り付ける 

• 故障や漏電のとを、感電するおそれびあります。 

v 

〇 

7-ス J 


■ コンセントにアース端子がないとさ 

•お買上げの販売店に、アースエ事(有料)を依頼して< 
ださい。アースエ事 （ D 種接地工事)は電気工事±の資 
格び必要でず。 

■ コンセントにアース端子があるとき 

• アースの先端を確実にアース端テに接続し 
て < ださい。 



巧のところにはアース線を接続しないでくださし、。 

ガス管 . 爆発や弓 I 乂のを険性びありまず。 

水道管 . プラスチックの部分びあり、 

アース効果びあ0ません。 

避雷針•電話のアース線 

……落雷のとさに大電流び流れを険でず。 


7 食品を取り出す 


2 電源プラグを巧< 


3 2人 L ソ上で運搬ずる 

• 冷蔵庫背面の蒸発皿に水び残っていると、移動•運 
搬ずるときに水びこぼれることびありまず。通路に 
保護シート等を敷いてから行ラことをおずずめしま 
ず。 



輯居のとを 

• 横積みは絶対にしないでください。 

圧縮機故障の原因にな0まず。 

• 已 0/60 HZ 共用でずので周波数の切換えは不要でず。 


A ミち意 


電源プラグを巧いたときは、ずぐに差し込まない 

• 電源プラグを损いたとさやブレーカーび切れた 
とさは、已分！;(上待ってか5差し込んでください。 
すぐに差し込むと圧縮機に負担びかか D 故障の 
原因にな0ます。 

〇 

5 分 m 上待二） 

を蔵庫を運搬ずるときは、背面上部と下部前脚を持 

つて運搬する 

〇 

• 他のところを持つと、手び滑ってケガをする原 
因になりまず。 


指定場所を持つ 

ノ 


已 


6 












































































7 庫内をおく 



g 電源プラグをコンセントに 
差し込む 



3 約3〜4時間運転し、庫内び 
ちえてか5食品を入れる 







ぞぷ巧だ 

•使いはじめは構造材(プラスチックなど)のにおいびしまずび、ご使巧ずるにしたびい消えまず。 

•放熱パイプを内蔵し露つさを防止しているため、本体の表面び熱くなることびありまず。特に使いはじめや夏場 
は熱 < なりまずび異常ではありません。 

•この冷蔵庫の雷取0操作は不要でず。冷却器(背面内部）についた雷は自動的に溶かし、背面の蒸発皿にためて 
蒸発させます。 JIS (日本工業規格)では、雷取り時および雷取り終了時の冷凍負荷温度惟品温嵐の上昇おで 
じ(下と規定されていまず。 



ふ< 

• ビン•宙類などは拭いてから 
入れてください。意外と巧れ 
ていまず。 




さまず 

•熱いちのは冷ましてから入 
れて< ださい。そのまま入れ 
ると庫内の温度び上びりま 
す。 


つつむ 

• ラップなどで包むか、密閉容 
器に入れてください。食品 
のにおい移0や乾燥を防ぐ 
ことびでさまず。 




棚の手前に 

• 水分の多い食品（とラふ•野 
菜など)を冷蔵室の奥に置< 
とまることびありまず。 



ずを間をあける 

• 詰めずざると冷気の循環び 
悪< な0まず。 



|目目\ 


( \ 

を蔵室で保存するのに向かないをの 

• 長期間冷やずと変質ずるノ（ナナなどの卜□ピカル 
フルーツは食べる直前に冷やしてくださし、また、 
大根やイモなどを同様でず。 


を凍室で保巧するのに向かないちの 

• 卵…生卵は殻び割れ、ゆで卵は白身びかた<な0 
まず。 

• 乳製品…脂肪分と水分び分離しまず。 

•生の野菜…ごぼラ•ふきなどの水分の多いをのは 
風味びなくなり、じゃびいも•さつまいもなどは黒 
<変色し腐敗しまず。 

S. _ J 


7 


f こんはとをには 




7電源プラグを巧く 
2;ち蔵室棚(大)をがず 
3 庫内なを回してがず 



A 警告 


庫内灯を交換ずるときは、交換ずる前に電源プラグを 
コンセントか 5 抜く イ>> 

•巧占サに作業すると感電することびあります。 


プラグを抜く 

庫内'灯は指定のものを使ラ 

• 指定政外のをのを使ラと、乂災の原因になります。 

f 

ノ 

v 


庫内な 

冷蔵庫用白熱ランプ 

1 10 V 10 W T 20 □金 E 12 

ご購入は、お名をご指定のラえ、お買い上げの販売店でお買い 
巧めください。 


議 lb 誠錐 

• ドアの開閉をみな < ずるととちに、新たな食品のお 
蔵はさけてください。 



麗は 

•カビやにおいを防ぐため庫内を掃除し、2〜3日間 
ドアを開けて乾燥させてください。 



動きは 

■電源プラグを抜いたとさやブレーカーび切れたと 
きは、已分じ(上待ってから差し込んでください。ず 
ぐに差し込むと圧縮機に負担びかかり故障の原因 
になりまず。 

• 2001年4月より施行されている家電リサイクル 
法では、お客様びご使用済みの冷蔵庫を廃棄ずる 
場合、収集•運搬料金と再商品化等の料金をお支払 
いいたださ、対象品を販売店や市日 T 村に適正に引 
さミ度ずことび巧め日れていまず。 



A 警告 

\ 

廃棄処分ずるときは、ドアパッキンをがず 

〇 

また、か巧び遊ぶ場所に放置しない 

• 幼巧び閉じこめられるとち険です。 

、 

パッキンを外ず 
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グ 各部のなまスと巧いかた 



を凍室ケース 


製氷皿 


冷凍室 



f " ス 

- - —^ 



ノ ) 


1- - 


ーザーポケット 


《ドアの開閉で温度変化しまずので、 
長期保存には適しません。アイス 
ク IJ ームなどは溶けることびあ0 
ます。 


お願い 

• 塩気のある食品を冷凍室内に直接入れないで < だ 
さい。塩分び冷凍室内を腐食させ、故障の原因にな 
りまず。必ず、ラップなどで包むか密閉容器に入れて 
<ださい。 


A 警告 

、 

ちま室にビン類を入れない 

• 中身びまって割れ、ケガをずることびあ D ます。 

0 

ビン類の貯蔵禁止 

ちま室内の食品や容器(特に金属製のもの)を濡れた 

S 器讓。ます。 颜) 

V 

接輔禁止 

ノ 



■かを作るとを 

水を入れ旧分目び目安)、冷凍室に置いてください。 

■かをがずとき 

図のよラに製氷皿の左ちをひねると氷び外れまず。 



• この冷凍室は製氷機ではありません。多量の製 
氷には使用しないでください。 


•製氷皿は図の方向には折り曲げないでくださ 
し、破損するおそれびあ0まず。 
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庫内な 


庫内なの交換は… 
P 8 参照'^ 


冷蔵室棚(大) 


を蔵室棚(ル) 


ク IJ アケース 


フ U —ポケット 


卵ケース付さ 


※卵ケースは、卵を入れたまま持 
ち運ばないでください。卵の大 
ささによっては穴から落ちること 



大瓶げ入ります。 


耐熱温度10〇で 
荷重 30 k 旨まで 




A ミ主意 


を蔵室ドアのボトルポケット lu 州こ、不ま定で倒れやず 
いビン類や吿類を立てて入れない 

•ドアの開閉で落下し、ケガの原因になります。 1 



食品は棚より前に出さない 

• ビン類などび引っかかって落下し、ケガをずる原因に 
な0まず。 

V 

ノ 


甲願、 

•トツ 


い 


ップテーブルには重さ 30 kgJ ；| 上のちのを置かないで 
<ださい。ドアの開閉で落下し、ケガの原因になります。 
また、温度び1〇〇でな上になるよラな熱器具(オーブン 
トースターなど)を載せないでください。表面び溶けた 
り変形したりします。 
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f る部のなまえと巧いかた (ごブを) 




■冷凍室•冷蔵室の温度調節は、冷蔵室内の温度調節ダイヤルで同時に行います。 



■温度調節の目ま 


冷却度 

ダイヤル位置 

を凍室内温度 

冷蔵室內温度 

目安 

強冷 

♦ 

中〜強 

『中』より2〜己で 
低くなります 

『中』より2〜已で 
低くなります 

• 強く冷やしたいとさ 
• 夏期など、周囲温度び高いとさ 


中 

約-18で 

約3〜6で 

• 通常のとさ 

弱冷 

弱〜中 

『中』より2〜曰で 
高 < なります 

『中』より2〜己で 
高くなります 

• あまり冷やず必要のないとさ 
• 冷えずざるとさ 

切 

霜取り 

— 

— 

• 運転を停止ずるとさ 


•表の温度は、周囲温度30で、食品を入れずにドアを閉め、温度び安定したとさの目安でず。 
•庫内温度はドアの開閉•外気温•据え付け場所などにより変化しまず。 



■周囲の温度び己 n 似下の場合 

温度調節ダイヤルを弱冷側に設定してください。 


■温度調節を強を側にしている場合 

温度調節ダイヤルを『中』の位置にしてください。 

■水分のをい食品を棚の奥に置いた場合 

水分の多い食品は、棚の手前に置いて < ださい。また、水分の多い食品は、上部の棚に置 < ことをおずずめします。 


ノ 


f お手入れ 


BKWES 龍 


冷凍室;） 

■ 冷凍室に霜び1 cm 程度ついてきた！5、付属のへラでかき落し、霜取りを行ってくださし、。 
多量の霜びついたままですと、冷却力びお下します。 


7冷凍室内の食品を取り出し、他の冷 
凍庫へ移ず 

• 他の冷凍庫びない場合は、食品を新聞紙などで包 
みでさるだけ温度のないところに置いてください。 


2 温度調節ダイヤルを『霜取り』にし、 
冷凍室のドアを開放ずる 

• 冷蔵室は、ドアの開放時間び短ければ短いほど温度 
び上びりにくくなりまず。その場合は食品を移動ず 
る必要びあ0ませんび、開放時間び長いとさ、雷取 
り作業時間び1時間 LU 上かかる場合は、冷蔵室内の 
食品の移動をお勧めしまず。 

• 雷を早く取りたいときは、付属のへラでかき落とし 
て < ださい。 

3 霜取りび終わった！5、冷凍室内部や 
ドアに付着した水滴を拭き取る 

• やわらかい巧で、冷凍室内、ドア、ドアノ（ッキンにつ 
いた水分をおさ取ってください。 


4庫内を冷やし、食品を入れる 

• 温度調節ダイヤルを元の位置に戻し、ドアを閉めて 
<ださい。冷却運転を開始しまず。 

冷凍室内び十分冷えてから、他に移した食品を入れ 
て < ださい。 


お願い 

• 多量の雷は冷却力びな下しまず。定期的、早めの 
電取りを行って< ださい。また、多量の雷の場合、 
溶けた水び冷凍室内で受けされず、あふれ出るこ 
とびありまず。 

• ナイフなど金属製の道具を使って、冷凍室につい 
た雷や氷を取ることは、絶対にしないでください。 
冷凍室に傷や巧びでさ、故障の原因になりまず。 

• 熱湯やドライヤーなどを使用して、冷凍室についた 
雷や氷を取ることは絶対にしないでください。冷凍 
室や冷却器び変形したり破れたりずる場合びあり 

On 5 〇 


A ミま意 

、 

温度調節ダイヤルを『霜取り』にしたときは、ずぐにダ 

イヤルを戻さない 

•ダイヤルを『霜取り』にしたあと、ダイヤルを元 
に戻す場含は、日分以上待ってか5戻してくだ 
さい。ずぐに戻すと圧縮機に負担びかかり故障 
の原因になりまず。 

、 

〇 

已分拟上待つ 

ノ 



•この冷蔵室の雷取り操作は不要でず。冷却器谓面内部)に付し化雷は自動的に溶かし、背面の蒸発皿にためて 
蒸発させます。 JIS (日本工業規格)では、雷取り時および雷取り終了時の冷凍負荷温度惟品温嵐の上到おで 
L ソ下と規定されていまず。 

•湿度び高いとさ、ドアを長く開けたとさやドアをひんぱんに開閉したとさに雷びつくことびありまず。 























































































































(お手入れ 


(ごづを) 


A 警告 

改造は跑対しない 

お手入れの晩ホ、必ず電源プラグをコンセントか5巧く 

また、修理技術者に(がの人び分解したり修理しない 

また濡れた手で巧さ差ししない 

•火災•感電•ケガの原因とな D ます。修理はお買い上げの販売 

•感電やケガをするおそれびあります。 ^1^ 

店または、メーカー指定のお客様修理ご相談窓□にご相談 

v \2 y 

<ださい。 

プラグを抜くめれ手禁止 


本体や庫内に水をかけない 

分解禁止 

•電気絶縁び悪<な0、ショート•感電•火災のおそれびあ0ま 

\ 

水かけ禁止 

ノ 


A ミ主意 

電源プラグを抜くときは、コードを持たずにプラグを持って 
抜く 一 

• コードを弓1っ張ると、コードび破損し、感電'シヨート火がの原 
团こなります。 

プラグを持つ 

を凍室内の食品や容器(特に金属製のもの)を、濡れた手で 

軸れない iCTIN 

• 低温のため、凍傷になるおそれびあ0ます。 oil 1 

接細禁止 

を蔵庫の底面に手を入れない 

• 鉄板などで、ケガをする原因になります。 ^ \ 

禁止 

背面下部の機械部分(圧縮機など)に、手を軸れない 

• 運転中•停止直後は熱くなりますので、やけどのおそれびあ イ巧 y 

ります。 

接軸禁止 


■お手入れの方法 

7電源プラグを巧く 

2巧にめるま湯を含ませて拭く 

• 巧れのひどい場合は、薄めた中性洗剤を含ませておさ取ってくださ 
し、中性洗剤を使用した後はよく水おさをして、さらに乾いた巧で 
ないてください。 

3 電源コード•プラグの安全点検をずる 
4電源プラグをコンセントにしっかり差し込む 


A ミち意 


電源プラグを巧いたときは、ずぐに差し&まない 

• 電源プラグを损いたとさやブレーカーび切れた 
ときは、已分上待ってから差し込んでください。 
すぐに差し込むと圧縮機に負担びかかり故障の 
原因になります。 

V 

〇 

已分 L ソ上待つ 

ノ 



•揮発性のあるものは使わないでくださし、ベンジン•シンナーブル 
コールなどを使用ずると、変形や割れび発生ずることびあ0まず。 

• 化学そ'ラきんをご使用の場合は、そのを意書に従ってください。 

• 食用油などび付いた場合は、早めに拭き取ってください。長い間放 
_ 置ずるとプラスチックび変色したり割れることびありまず。 

■電源コードヴラグのミ全点検 

• 電源コードに亀裂や、ずり傷びありませんか？ 

■電源プラグびコンセントに根本まで確実に差し込まれていまずか？ 

• 電源プラグに異常な発熱はあ0ませんか？ 

•電源プラグの刃及び巧の取付け面にホコ1」び付着していませんか？ 
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f 蜘賣かな？と思つた5 


m 下の点をお調べになり、それでも具合の悪いとさは、お買上げの販売店にご相談ください。 



おたしかめ<ださい 


全くぶスない 


•電源プラグをコンセントにしっかりと差込んでいまずか？ 
• 電源ヒューズやブレーカーび切れていませんか？ 

• 停電ではあ0ませんか？ 


あまり;ちえない 


• 温度調節ダイヤルを「弱冷」側にしていませんか？ 

• 熱いをのを入れた0、ドアをひんぱんに開けていませんか？ 

• 食品を詰めずざていませんか？ 

•直射日光び当ってし)たり、近くに発熱器具(コン□ス I -- ブなど)びありませ 
んか？ 

• 冷蔵庫の周囲にずさ間びあいていまずか？(周囲の風通しは良いでずか？） 

• ドアはさちんと閉まっていまずか？ 


音がラるさい 


•床びしっかりと安定した場所に据え付けていまずか？ 

• 据え付けび悪く、ガタついていませんか？ 

• 冷蔵庫び壁などにふれていませんか？ 

• 冷蔵庫の周囲に物び落ち、接していませんか？ 

•使いはじめや運転開始時には、圧縮機の音び若干大きくなりまずび異常で 
はありません。 


水が漏れる 


•電源プラグはコンセントにしっかり差込んでいまずか？ 
• ドアはさちんと閉まっていまずか？ 


冷蔵室の食品び 
凍結ずる 


• 温度調節ダイヤルを r 強冷」側にしていませんか？ 
• 周囲の温度び已 ° c 攻下ではありませんか？ 

• 水分の多い食品を棚の奥に入れていませんか？ 


庫内にを量の霜び 
付くとき 


• ドアをひんぱんに開けていませんか？ 

• ドアはさちんと閉まっていまずか？ 

• 熱いちのや水分のをいちのをむさ出しで入れていませんか？ 


下記のような場合は故障ではありませんので、ごま意ください。 


水び流れるよラな 
音びずる 

\ 

• 冷却装置内を流れる冷媒(ガス)の音です。 

ドアを開けるのび重い 

• ドアを閉めた直後にずぐドアを開けよラとずると、庫内に入った空気び急に冷 
やされて、圧力び一時的に庫外よりなくな0、ドアび開かなかったり、重く感じ 
ることびありまず。 

冷蔵庫のが側に 
露びつ< 

. 梅雨時など湿気び高いとき、外側に露びつくことびありまず。これは、冷水を 
入れたコップのまわりに水滴びつ < のと同じ原理でず。露は、巧でおさ取って 
<ださい。 

冷蔵庫の側面び 
熱くなる 

• 露つさ防止用の放熱ノ（イプを内蔵しているためでず。使いはじめや夏場は特 
に熱く感じることびありまずび、庫内の食品には影響ありません。 


1已 
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f 仕様 


品 番 

JR-N106E 

種 類 

冷凍冷蔵庫 

電 源 

100 V己0/巨 OHz 共用 

定格内容積 

1 06L (冷凍室33し冷蔵室 73L) 

電動機の定格消費電力 

巨己/巨已 W (己0/巨 OHz) 

電熱装置の定格消費電力 

8/8 W (己0/巨 OHz) 

年間消費電力量 

270/270 kWh/ 年（己0/巨 OHz) 

かお寸法 

480 X 己己巨 X 99己 mm 

(幅 X 奥行さ X 高さ） 

質 量 

33.0 kg 

電源コード 

1 .9 m 


付属品 


製氷皿 . 1 

冷凍室ケース . 1 

フ U — ザーポケット . 1 

卵ケース . 2 

フ U — ポケット . 1 

ボトルポケット . 1 

冷蔵室棚(大） . 1 

冷蔵室棚(ル） . 1 

ク U アケース . 1 

ヘラ (露取り巧） . 1 

清掃棒ほ b_K 口用） . 1 


■年間消費電力量は日本工業規格 JIS C 日80 1(2 □□己年版)に定められた測定方法と計算方法において得られた 
値を表示しておりまず。 

• 製品の外観および仕様は、改良のため予告な < 変更ずることびあ0まずび、ご了を <ださい。 

•この製品は日本国内用に設計されていまずので、曰本国外では使用でさません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 



年間消費電力量は日本工業規格 」6 C 9801 
(200 己年版)で決められた測定ち法と計算ち法 
において得られた値を表示しております。 

使用時の消費電力量は、設置の仕ち、各庫内の温 
度設定、周囲温度や湿度、ドア開閉頻度、新し < 入 
れる食品の量や温度、使いち等によ D 変動する場 
合びあります。 

《1を気自然巧流方式の場合は、扉開閉は行わな 
い。 

《その他の消費電力測定中の条件じ令気強制循 
環ち式）の変更:より使用実態に近い状態で 
消費電力量を測定するため、;令蔵室および;令 
凍室それぞれの容積に応じた水の入ったぺッ 
トボトルなどを入れたり、自動製氷機能、脱臭 
機能等の付加機能を作動させることにしまし 
た。 


年間消費電力量測定方法 J 旧 C 9801 (2006 年版) 


種 類 

冷凍を蔵庫 

/で 威庫 

冷凍庫 

「スリ-スタ- Jr フォ-スタ-權種 

庫内温度 

冷蔵室 

冷凍室 

冷蔵室 

を凍室 

4側下 

- i 8 °curF 

4側下 

-18。なソ下 

扉開閉回数 x’l 

3已回/曰 

8回/日 

3已回/曰 

8回/日 

周囲； 皿';3^ 

30でおよび1已で 

周囲湿度 

30で測定時:70±已％、1已で測定時:已已±已％ 

消費電力量の表示 

年間消費電力量 ( kWh / 年） 

周囲温度3日で測定による1曰当たりの消費電力量18日曰分と 
周囲温度1日む測定による1日当たりの消費電力量18已日分の合計 




このを蔵庫のを;ま室の性能は•:か**1(フオースター)です。 


冷ま室の性能は、日本工業規格 ( J 侶 C 9巳 07) に定め日れた方法で試験した 
ときの;令ま室内の;令ま負荷温度(食品温度)によって表示してお0まず。 

■ J 旧の試験ち法 

①;令蔵室内温度び、0でし i (下とならない範囲で最もほい温度になるよ 
ラに温度調節ダイヤルを調節して試験します。 

③;令蔵庫の据え付け場所の温度は15〜30での範囲を基準としてい 
ます。 

③;令凍室定格内容積1 00 L 当たり4.已 k 目し:!上の食品を24時間し U 内に 
- 18で1；(下に凍結でをる;令凍室をフォースター室としています。 


記号 

つ才ースター 

:令凍負荷温度(食品温度） 

-18 で尚下 

:令凍食品貯蔵期間の目安 

約3ヶ月 

■冷凍食品の保存期間 


を凍食品のな巧期間は、食品の種類、店頭でのな巧状 
態、を蔵庫の使用条件などによって異なります。表の 
期間は一応の目まです。 
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♦/ f 呆証とアフターヴービス 


保証書(別添付) 


お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取0いたださ、内容をよ < お 
読みのあと、大切に保をしてください。 


保証期間 


お買い上げ曰か5本体1年間 

ただし、;令媒循環回路（圧縮機'凝縮器';令巧 
器'毛細管'配管）は、5年間です。 


修理を依頼されるとさ 


1已ページの表に従ってご確認してください。それでを 
異常びある場合は、ご使用を中止し、必ず電源プラグを 
抜いてから、お買い上げの販売店へご連絡<ださい。 
なお、食品の補償等製品修理 LU 外の責任はご容赦くだ 
さい。 


保証期間中は 


保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 


お客さまご相談窓 □ 


■まずは、 お買い上げの販売店へ 

家電商品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販 
売店へお申し出ください。 

転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓口にお 
問い合わせください。 


商品についての全般のなご相談 
<お客さまセンター> 


が g 合ホ目談，富□: 0120 -8 巨已 -8 12 



9:00〜18:30 


《 FAX でご相談される場合 

お客さまセンター: 〇已 70-0] 3-7 日] 

( ナビダイヤルでおつなぎします。全国各巧より 
I 巿内通話料金にてご利用いただけます。 


保証期間を過ざているとをは 


修理ずれば使用できる製品につい口ま、ご希望により有 
料で修理させていたださまず。ただし、冷蔵庫の補修用 
性能部品の最な保有期間は、製造巧ち切り後9年でず。 
蛙補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
めに必要な部品です。） 


〔修理料金の仕組み) 

修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 


技術料 

診断 • 故障個所の修理および部品交換 • 調整•修 
理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

部品代 

修理に使用した部品および補助材料代です。 

出張料 

お客様のご依頼により、製品のある場所へ技術 
者を派遣する場合の費用です。 


商品の修理ヴービスについてのご相談 


修理相談窓□: 0120 -982 -已40 

月曜日〜金曜日 9:00〜18:30 
±曜•日曜•祝日 9:00〜17:30 


※上記のご相談窓□の名称、電話番号は変更することびありま 
すのでご了承ください。 



■"お客さまご相談窓口"における個人情報のお取扱いについて 

お客さまごホ目談窓□でお受けしたお客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたしまず。 

また、お客さまの同意びない限り第=ちへの開示は行いません。（業務委託の場合および法令に基づさ、必要とされる場 
合を除く。） 

•お客さまご相談窓□でお受けした個人情報は、商品•サービスに関わるご相談•お問い合わせおよび修理の対応のみを 
目的として用います。なお、この目的のためにノバアールジヤノ（ンセールス株式会社および関係会社で上記個人情報 
を利用ずることびあ0まず。 

•上記目的の範囲内で対応業務を委託ずる場合、委託先に巧しては当社と同等の個人情報保護を行わせるととをに、適 
切な管理•監督をいたしまず。 
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